
履歴 

2024年 6月 7日更新 

吉野  達彦 （よしの たつひこ）、 博士（薬学） 

 

生年月日：1986年 10月 11日生（37歳） 

 

京都大学 白眉センター 特定准教授（理学研究科連携准教授） 

受け入れ研究室：京都大学理学研究科化学専攻 集合有機分子機能研究室 (松永研究室) 

所在地：〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 京都大学北部キャンパス内 理学研究科 6号館 北棟 8階 

 

電話：075-753-4007 

Fax：075-753-3970  

E-mail：yoshino.tatsuhiko.5j [at] kyoto-u.ac.jp 

 

学歴 

2005年 3月 群馬県立沼田高等学校 卒業 

2005年 4月 東京大学理科二類  入学 

2007年 4月 東京大学薬学部薬学科 進学 

2009年 3月 東京大学薬学部薬学科 卒業（柴崎正勝教授） 

2009年 4月 東京大学大学院薬学系研究科 分子薬学専攻 修士課程 進学 

2011年 3月 東京大学大学院薬学系研究科 分子薬学専攻 修士課程 修了（金井求教授） 

2011年 4月 東京大学大学院薬学系研究科 分子薬学専攻 博士後期課程 進学 

2014年 3月 東京大学大学院薬学系研究科 分子薬学専攻 博士後期課程 修了 

博士（薬学）取得（金井求教授） 

 

職歴 

2011年 4月～2014年 3月  日本学術振興会特別研究員（DC1） 

2014年 4月～2014年 5月  東京大学大学院薬学研究院 特別研究員 

2014年 6月～2015年 3月  米国スタンフォード大学化学科 Matthew W. Kanan研究室 

博士研究員（日本学術振興会海外特別研究員） 

2015年 3月～2018年 9月  北海道大学大学院薬学研究院 助教 

2018年 10月～2021年 8月 北海道大学大学院薬学研究院 講師 

2021年 9月～2024年 5月  北海道大学大学院薬学研究院 准教授 

2024年 6月～現在  京都大学白眉センター 特定准教授 

                京都大学大学院理学研究科 連携准教授 

  



所属学会 

日本薬学会、日本化学会、有機合成化学協会、近幾化学協会 

 

受賞歴 

2013年 大津会議フェロー 

2016年 トムソン・ロイター 第 4回リサーチフロントアワード 

2017年 日本化学会第 97春季年会 優秀講演賞（学術） 

2019年 日本化学会第 99春季年会 若い世代の特別講演賞 

2020年 北海道大学教育研究総長表彰 

2022年 日本化学会第 71回進歩賞 

2023年 Chemist Award BCA 2023 

2024年 Thieme Chemistry Journals Award 

 

 

教育歴 

2015年度：有機化学実習 II、有機化学実習 III、有機化学問題演習 

2016年度：有機化学実習 II、有機化学実習 III、有機化学問題演習 

2017年度：有機化学 VI、有機化学実習 II、有機化学実習 III、有機化学問題演習 

2018年度：無機化学、有機化学実習 II、有機化学実習 III、有機化学問題演習 

2019年度：無機化学、有機化学実習 I、有機化学実習 II、有機化学問題演習 

2020年度：無機化学、有機化学実習 I、有機化学実習 II、一般教育演習 

2021年度：無機化学、有機化学実習 I、有機化学実習 II、一般教育演習 

2022年度：有機化学実習 III、有機化学実習 IV、化学 II (全学教育) 

2023年度：有機化学 II、化学 II (全学教育) 
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(2) Tatsuhiko Yoshino*, Shigeki Matsunaga*, Chiral Carboxylic Acid Assisted Enantioselective C–H Activation with Achiral CpxMIII 

(M = Co, Rh, Ir) Catalysts. ACS Catal. 2021, 11, 6455–6466. 
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(2) Tatsuhiko Yoshino Cp*Rh(III)/chiral Lewis base hybrid catalysis for enantioselective C–H functionalization. 8th Asian 

Conference on Coordination Chemistry. August 8th, 2022, Taipei, Taiwan. 

(3) Tatsuhiko Yoshino, Enantioselective C–H Functionalization Reactions Using High-valent Group 9 Metal Catalysts. The 1st 

International Symposium on Hybrid Catalysis for Enabling Molecular Synthesis on Demand. May 31st, 2020, Tokyo, Japan. 
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